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ントスタ フによる 用 を設 し、当

同事 等に関する 限を可能な限りそこに させ

ることである。 の策としては、マネ ント

を参加 ンバーの上 に 結させることがあ

る。特に当 事 等の 実施に 的な 場

を った参加 ンバーの上 との意 通が

ましい。これは、 限 が しい場合に有効であ

り、少なくとも 同事 が方向性の違いにより 動

きができなくなり、 分解してしまう 性を低

する効果はある。

また、 用に当たっては、できる限り 設のマネ

ント とスタ フを することが重要であ

る。この とスタ フが 場からのフィー バ

を する を うこととなる。ここでは、通

の マネ ントで行われる 場の ベ と

マネ ントの ベ 間の情報のやり りに加

えて、参加 ンバー間の調整が 要な となる。

が である参加 ンバー の意図や方向

性は 本的に発 傾向になるのは けがたく、それ

を 時 て、合意した当 同事 の 的に う

ように行動を すことが必 の である。

まとめ

から を得ることは、より効率的に事 成

果を得るためには 可 であると ってもよいだろ

う。同じ を り さないというだけではなく、

の をいち く見つけ出し、対 することで一

的な成 確率を高めることができるからである。

を分析し、 し、実 当者が 意すべき

として を行うことによって、 同

じ だけではなく、 同じ ターンの の可

能性 を察知し、 期の対応を すことが可能とな

る。図 に、 的な事 フ ーを図示し、

の 側に、その で頻出する ターンを 示

した。参加 ンバーの利 的な動きや同 異 、意

の見確認や 解といった要 が 数 で見られ

ており、まさに連携事 の しさは、参加者間の調

整と結 の 持にあると えよう。

時点では、まだ、事 の数も少なく、 だ も

れていて いていないような ターンも さ

れていると われる。今後も、こうした 要 分

析を 続し、より一 性のある い 手のよい

の を 続したい。さらに実 当者として産学

連携事 に携わる 場として、これらの方策を実

際に 行し、その効用を確認するとともに、結果を

フィー バ し、 度の向上を図りたいと考えて

いる。

参考文 等

前平 、 が記した 術 「 」

の一節。 では、プ 野 の野 が引

用して知られるようになったようである。
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イ ベー ンを る上で となるのは当 イ

ベーターと ばれる であるが、 規事 開発

や産学 連携事 での実 を観察すると、 ーディ

ネータと ばれる が頻 に 場することに

くであろう。 らの は 年特に増大している

ように える。 らはイ ベーターと同じくらいに

イ ベー ンの 場に れ、時にはイ ベーター

の影となって動いているように見える。 におい

ても、特に ーディネータとは されてはいない

が、イ ベーターと行動を にし、イ ベー ン

に している がいることが知られている (1)。

本における ーディネータ制度は、こうしたイ

ベー ン 出を支援する を 的かつ意図的

に 成 活用しようする だと理解できよう。

産学 連携支援 には様 な が する (2)

が、 でも 要な である 同研究開発等の産学

連携事 においては、大きく分けて ーディネータ

とマネ ーの つの がある (3) ことを報 し

た。特に連携 の前 分はイ ベー ンの初

期 に当たり、いわ る ー   ー マ ン

等の 発的プ スが の となっている。

しかしながら、こうした ーディネータの やそ

の については経験的に蓄積されたものが 的

に する (4) の である。本研究では、それらを

し一 することを 的としている。

ーディネータの 事

本研究では、 者らが 成した 事 デー

タベース (5) に いて産学 連携事 を分析し、

ーディネータ（相当の を含む）が っている

びにその を 出し分 （表 ）した。さらに、

要 イ ベー ンの初期 は 発的プ スが であり、 性や 見性は めて しいと

われている。 くの場合、 なイ ベーターが めて 的かつ 的に生 だしたものと理解され

ているが、 らの きを観れば、そこに ーディネータ的な要 が 見される。関連 けや 実 等

の きは ーディネータと 通しており、実際に で活動している ーディネータの活動や考え方、

考等にイ ベー ン プ スの要点が でいる。 な ーディネータが 実に行っている

事を分析し、 ーディネータが っている や、それを実行する方法について考察する。
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それ れの や 能の相関関係が、これらの事

の でどのような関係にあるのかを分析し、関係性

を明らかにした。

表 を見れば、 ーディネータの が にわ

たると同時に、 手 が で 定 的なものが

いことがわかる。特に対 的なものが く、数値

管理や定量的 が めて なものが大 である

ことが特徴的である。これが、 ーディネータの

等に関する調 研究が 的な を出なかったこ

との一つの理 であろう。本研究では、 通の記述

準を 用したデータ (5) から 通 を 出すること

で、表 に示す を行っている。 に、相 関

係について図 （高頻度の関連の ）に示す。「出

いの場の設定」や「 解 」が他の の

ブのような を めていることが分かる。また、

図 に示す関係性を全て含むような事 は くはな

く、いくつかの が される場合や、 的な

関係にある場合も した。

ーディネータのタイプ分

に、視点を えて ーディネータの分 を考え

て たい。全ての ーディネータが前 で分 し関

係 けられた の全てを果たしているわけではな

い。ある は積 的にこなす一方、 の はほ

と ど っていないというのが一 的な であ

り、その のバ エー ンが ーディネー

タの 性ということができる。また、経験の い ー

ディネータは少数の 能に特 し、経験が増えるに

って が増加する傾向も見られた。経験を重

ることでス プし、 たな を えるよう

になっていくことを示唆していると われる。また、

ーディネータ 成は 制的なところがあるた

め、 ーディネータは ーディネータの

事のスタイ に影響を けて、よく たタイプにな

る傾向があるように われる。

図 な 間の相 関係

表 ーディネータのスタイ
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それ れの や 能の相関関係が、これらの事

の でどのような関係にあるのかを分析し、関係性
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いことがわかる。特に対 的なものが く、数値

管理や定量的 が めて なものが大 である

ことが特徴的である。これが、 ーディネータの

等に関する調 研究が 的な を出なかったこ

との一つの理 であろう。本研究では、 通の記述

準を 用したデータ (5) から 通 を 出すること

で、表 に示す を行っている。 に、相 関

係について図 （高頻度の関連の ）に示す。「出

いの場の設定」や「 解 」が他の の

ブのような を めていることが分かる。また、

図 に示す関係性を全て含むような事 は くはな

く、いくつかの が される場合や、 的な

関係にある場合も した。

ーディネータのタイプ分

に、視点を えて ーディネータの分 を考え

て たい。全ての ーディネータが前 で分 し関

係 けられた の全てを果たしているわけではな

い。ある は積 的にこなす一方、 の はほ

と ど っていないというのが一 的な であ

り、その のバ エー ンが ーディネー

タの 性ということができる。また、経験の い ー

ディネータは少数の 能に特 し、経験が増えるに

って が増加する傾向も見られた。経験を重

ることでス プし、 たな を えるよう

になっていくことを示唆していると われる。また、

ーディネータ 成は 制的なところがあるた

め、 ーディネータは ーディネータの

事のスタイ に影響を けて、よく たタイプにな

る傾向があるように われる。
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こうしたスタイ を大まかに分 したのが表 で

ある。このうち、特に連携を 出することに 点を

く タイプ（表 上から ～ ）は エ ン

と ばれ、また、「 用 き 」や「事 」

のうち、特に知的 産の り いに 点をおくタイ

プは エイトと されている。いずれにして

も、一連の産学 連携事 フ ーの で、どのよう

な ち と 能を果たしているかが重要で

ある。特定の産学連携事 に ーディネータを

する場合には、どの を重視するのか、 的に

けている はないか等に 意する必要がある。

イ ベー ン向きの

発的プ スであるイ ベー ン 出 に

おいては、 見性や 性が しいこともあり、ラ

ン なマ ン を得意とする が も重要で

ある。スティーブ ブスが点と点を結びつける

ことの重要性を っている (6) ように、一見関連性

がなさそうな つの事 を結びつけることが 要で

ある。そうした ースでは、 び のある

な が活 しそうであり、「 イデ 提 」や

「 ち上 」のタイプに向いているように

われる。 も いつかなかった 者の 合わせに

たな可能性が でいることを見いだすタイプで

ある。 に活 しそうな は、 が く、 で

を せるのがうまい であろう。こうした は、

イ ベーターとなりそうな を支援し後 しする

「お て 」や「 持ち 」タイプに向いてい

る。 らは自ら点と点を結びつけることはしないも

のの、何かを り当てた を見つけ出し、 を支

援することでイ ベー ン 出をバ プす

るタイプである。意 とこのタイプの ーディネー

タは い。また、いずれの場合も「 り 進 」

は当 に得意とするタイプであろう。一 論として、

的で 活であり、 きで きな性 の

が ーディネータに向いていると えそうである。

イ ベー ン プ スを 進するために

イ ベー ンによって や産 を活性 して

いくためには、イ ベー ンの確率を高めるか、

その 、 の を増やすかのどちらか、もし

くは両方を考えなければならない。イ ベー ン

の は、 分に 発的なものである。 的 質

や 的 に するものであり、これについて

は本稿では論じない。 は、 以後にイ ベー

ンが していく にある。この で、

イデ 、 、 の くが、 的、 金的、制

度的な によって を えている。 ーディ

ネータは、このような 的 を からの適 な

支援で し、 を する を っている。

表 に示す からも分かるように、 ーディネー

タの は自らイ ベーターになることではなく、

イ ベーターを支援し、イ ベー ンの結実に

することである。イ ベー ンの であると

ってもよいだろう。イ ベー ンを 出するの

はイ ベーターであるが、 らを 期から成 期

へと くのは ーディネータである。

に、イ ベー ンの を増やすというもう

一つの プ ー を考えて たい。表 を れば、

ここにも ーディネータの 事が関わっていること

が分かる。出 いを 出し 点と点を結 で

ある。さらに、 いの意 通を助け、 を

すことすら っている。ここでも、 ーディネー

タはイ ベーターの 方となり、イ ベー ン

の としての を果たしていることが分かる。

「 ーディネータの 意 は何か 」「 の活動

は何のために行っているのか 」と われれば、「イ

ベー ン 出の と成 確率を増大させるた

め、イ ベーターを支援し、 を しているのだ」

と えよう。

性への

イ ベー ンに対する効果的な施策が しいの

は、その 性 えである。施策の結果を見通

せないために、施策が効果を発 するかどうかを事

前に することが めて である。それ え、

施策の り方を 本的に見 し、 性を

する に すべきである。その 的方法と

して ーディネータの質的、量的 を提

したい。前 にあるとおり、 ーディネータはイ
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ベー ンの である。 場合の数を増やす

ことと、 を低 して を らし成 確率を高

めることは、 性への効果的な対 策である。

イ ベー ンの 発は できないが、イ ベー

ンが に るプ スを分析 (7) することで、

を し結実の可能性をある程度の確かさで高

めることは可能であると考えている。

期間が短く、 つより であればあるほど、

性の程度は低下すると期 できる。 年後よ

りは一 後のことの方が、事 全 のことよ

りは 前の 結果の方が、 は であろう。

それならば、 しそれに対応するための や意

定をより短期で 場に いところで行う

に していくことが、 性に対 する一つ

の解であると考えらる。そうした が、 ーディ

ネータの活用という方法によってある程度可能にな

るのではないか、というのが本提 の である。

もちろ 、これを実 するためには、 ーディネー

タの質的向上が前提 件である。ただ、イ ベー

ンの 発から結実に るまでを全てイ ベーターが

で行う場合に べれば、 ーディネータの支援、

助 があるだけでも効果は期 できる。 質やス

、経験に れた ーディネータであれば、イ ベー

ターの負 は大きく されることであろう。イ

ベーターは、プランの や 術の成 、適応等

のイ ベー ンの本質 分に することが可能

となり、それ れの 性を発 してより高効率な

イ ベー ン プ スを ることが可能となる。

イ ベーターと ーディネータから成るイ ベー

ン 出 ー による り こそが、

性に対 する一つの解であると えよう。

まとめ 提 ー

イ ベー ン プ スを効率 し、

性に対 するために ーディネータを活用するとい

う考え方は、ある意 自 な れである。しかしな

がら、 ーディネータという 、 、ス 、

質等 は、これまで 的に られてこなかった。

本稿では、 き り調 や当事者の記 記述を

に分析、分 、 ターン を行い、 的なイ ベー

ン プ スにおいて果たす や につい

て検討を行った。その結果、 ーディネータの 事

は、イ ベー ン 発 の増加と、プ ス

要 の低 を っていることが明らかになってき

た。 れた ーディネータはイ ベーターの影とな

り、 方としてイ ベー ン プ スの

件整 を っていることが分かった。

こうしたことから、本稿で明らかにしようとして

いる理論的側面と、実 的能 やス の向上を図

る 的側面の 方からの ーディネータ 成が

も重要な り である。そうしたイ ベー ン

発や 進を う を質的に向上させる施策こそ

が に求められる。 えて うなら、量的 大は

後 しでも わない。

時点では、 ーディネータの 成に有効な 学

プ ラ もなければ、実 的な プ ラ が

するわけでもなく、 制的な 成がなさ

れているのが 実である。本研究の成果が、今後の

ーディネータの 成プ ラ に活用されること

を期 し、また、検討したいと考えている。
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えば、文 学 の事 である「全 ーディ

ネート活動ネ ト ー 」では、 ーディネータの

事 報 をまとめた「産学 連携 ーディネーター

の活動 ス 質」を 行している。
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年のスタンフォー 大学 でのス ー

の一節にて られている。
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